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昨
年
の
１
０
月
か
ら
、

連
操
部
門
の
就
業
前
ミ
ー
テ

イ
ン
グ
が

「残
業
扱
い
」
に
な
り
ま
し
た
。

長
年
に
亘
り
、

労
働
基
準
法
違
反
が
指
摘
さ
れ
て
い

た
案
作
で
し
た
が
、

職
場
か
ら
の
告
発
に
よ
つ
て
よ
う

や
く
是
正
さ
れ
、

サ
ー
ビ
ス
残
業
を
無
く
し
て
い
く
う

え
で
、

大
き
な

一
歩
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
問
題
は
、

本
来
な
ら
労
使
協
議
に
よ
る

「時
間

外
取
扱
い
要
領
」
と
し
て
、
「サ
ー
ビ
ス
残
業
の
根
絶
」

と
い
う
基
本
的
な
姿
勢
を
確
認
し
た
う
え
で
、

通
達
化

す
べ
き
も
の
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

そ
う
い
う
扱
い

に
は
な
ら
ず
、
「就
業
管
理
上
の
ミ
ス
」
の
是
正
と
い

う
こ
と
で
、

公
な
表
明
な
し
で
、

こ
っ
そ
り
と
処
理
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、

い
ろ
い
ろ
な
問
題
を
抱
え
た
ま
ま
、

現

在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

①
　
ミ
ー
テ
イ
ン
グ
が
行
わ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、

職
場
に
よ
つ
て
支
払
わ
れ
て
い
な
い
部
署
が

あ
る

（
一
例
と
し
て
、

神
鉄
設
備
部
）。

②
　
職
場
で
同
じ
よ
う
に
ミ
ー
テ
イ
ン
グ
し
て
い
る

関
連
会
社

で
残
業
扱

い
と
な

っ
て
い
な

い
。

③
　
残
業
代
の
未
払
い
が
発
党
し
た
ら
、

過
去
に
遡
つ
て
支

払
わ
れ
る
の
が
世
の
常
識
で
す
が
、

今
回
は
昨
年
１
０
月

以
前
の
扱
い
が
不
間
に
付
さ
れ
て
い
る
。

サ
ー
ビ
ス
残
業
を
無
く
し
、

仕
事
に
対
す
る
正
当
な
報

酬
を
得
る
こ
と
が
、

安
全
と
品
質
に
誇
り
の
持
て
る
職
場

つ
く
り
の
第

一
歩
と
な
り
ま
す
。

問
題
解
決
の
た
め
に
、

今
後
公
的
機
関

へ
の
働
き
か
け
を
始
と
し
て
、

様
々
な
努

力
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

お
か
し
い
と
思

う
こ
と
に
は
、

ど
ん
ど
ん
声
を
挙
げ
て
い
き
ま
し
よ
う
。

ま旨

○食事時間も仕事を

している。

○ トラブル ・災害の

報告書作成やQC

でエン ドレスの作

業を強いられる。

①自主参加 といいな

がら強制となつて

いる勤務後の教育

や研修など。

④
　
他
の
多
く
の
サ
ー
ビ
ス
残
業
が
未
だ
放
置
さ
れ
た
ま
ま

２
０
０
４
年
、

神
戸
製
鋼
に
お
い
て
も

「熟
練
社

員
再
雇
用
制
度
」
が
発
足
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、

若

干
改
定
さ
れ
ま
し
た
が
、

依
然
い
く
つ
か
の
重
大
な

問
題
を
抱
え
て
お
り
、大

幅
な
見
直
し
を
求
め
ま
す
。

仕
事
は
定
年
前
と
変
わ
ら
な
い
の
に
、

再
雇
用
で

は

一
五
万
か
ら

一
七
万
円
程
度
の
基
本
賃
金
の
み
で
、

職
能
給
、

役
割
成
果
給
、職

務
付
加
手
当
等
が
無
く
、

一
時
金
水
準
も
半
期
で
五
五
万
円
で
す
。

年
収
で
三

百
万
円
程
度
で
す
。

交
替
手
当
や
超
過
勤
務
手
当
が

支
給
さ
れ
て
も
、

支
給
額
は
二
七
万
円
程
度
で
す
。

会
社
が
常
々
言
っ
て
き
た

「成
果

・
実
績
主
義
に
基

づ
く
」
処
遇
と
も
矛
盾
し
ま
す
。

同

一
労
働
同

一
賃

金
を
求
め
ま
す
。

現
在
の
再
雇
用
の
原
則
は
、

定
年
時
に
従
事
し
て
い

た
職
務
の
継
続
で
す
。

再
雇
用
者
の
健
康
状
態
等
も

考
慮
し
、

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
せ
る
職
務
に
従

事
で
き
る
道
も
必
要
で
す
。

現
場
で
は
安
全
な
安
定

操
業
、

品
質
確
保
、

若
手
へ
の
技
能
継
承
な
ど
で
、

ベ
テ
ラ
ン
社
員
の
経
験
、

知
恵
、

技
能
が
必
要
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

職
場
の
実
情
や
本
人
の
希
望
を
踏
ま

え
て
、

年
齢
に
見
合
っ
た
負
荷
の
少
な
い
職
務

へ
の

変
更
は
会
社
に
と
つ
て
も
有
益
で
す
。

出
向
者
の
定
年
ま
で
の

「雇
用
の
確
保
」
と

「神

戸
製
鋼
同
等
の
処
遇
」
は
会
社
と
し
て
保
障
し
て
い

ま
す
が
、

再
雇
用
に
つ
い
て
は
、

出
向
先
に
ゆ
だ
ね

ら
れ
て
い
ま
す
。

出
向
先
で
再
雇
用
さ
れ
た
人
の
中

に
は
、　

一
時
金
が
神
鋼
の
再
雇
用
者
よ
り

一
段
と
低

い
、

半
期
で
本
給

一
カ
月
分
と
い
う
例
も
あ
り
ま
す
。

「神
戸
製
鋼
と
同
等
の
処
遇
」
を
前
提
に
出
向
さ
せ

た
従
業
員
に
対
し
て
、

再
雇
用
は
別
と
い
う
の
は
筋

が
通
り
ま
せ
ん
。

出
向
先
で
の
再
雇
用
の
処
遇
が
下

が
る
場
合
、

神
戸
製
鋼
が
再
雇
用
し
出
向
を
継
続
す

る
等
の
措
置
も
考
え
ら
れ
る
は
ず
で
す
。

企
業
倫
理
綱
領
で
は
、
「当
社
は
、

社
員

一
人

一
人
の

人
格
や
個
性
を
尊
重
し
つ
つ
、

豊
か
さ
と
達
成
感
が

実
感
で
き
る
よ
う
な
人
事
制
度
や
労
働
条
件
の
維
持

向
上
に
努
め
ま
す
。

」
と
明
言
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ

を
先
頭
に
立
っ
て
実
践
す
る
立
場
か
ら
の
再
雇
用
制

度
の
見
直
し
を
求
め
ま
す
。



繁競 案競彦と

推
縮
萱
場

５
月
３
１
日
、

神
鉄
棒
鋼
工
場
の
加
熱
炉
挿
入

コ

ン
ベ
ア
ー
の
プ

ッ
シ
ヤ
ー
レ
ー
ル
下
に
て
、

被
災
者

が
カ
ウ
ン
タ
ー
バ
ラ
ン
ス
ウ

ェ
イ
ト
に
衝
突
し
骨
折

し
、
■
４
日
以
上
休
業
す
る
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

事
故
現
場
の
作
業
内
容
を
知
る
仲
間
か
ら
は
、

事

故
直
後
に
回
覧
さ
れ
た
災
害
速
報
を
見
た
と
た
ん
、

「な
ぜ
こ
ん
な
こ
と
が
！
」
と
衝
撃
と
疑
間
の
声
が
。

事
故
か
ら
ニ
カ
月
以
上
経
過
し
た
今
も

（人
月

一
六

日
現
在
）
事
故
原
因
の
分
析
と
再
発
防
止
策
が
示
さ

れ
た
調
査
報
告
は
知
ら
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
の

一

方
で
、

発
生
現
場
で
は
、

立
入
許
容
限
界
を
示
す
柵

の

一
部
が
改
造
さ
れ
た
だ
け
で
、

操
業
は
既
に
再
開

さ
れ
て
い
ま
す
。

会
社
は

「安
全
衛
生
は
事
業
経
営
の
基
盤
で
あ
り
、

全
て
の
事
業
活
動
に
優
先
す
る

（神
鋼

「環
境

・
社

会
報
告
書
じ
」
と
明
言
し
て
い
ま
す
。

安
全
第

一
の

立
場
で
あ
れ
ば
、

事
故
の
真
相
を
調
査
し
、

原
因
を

解
明
し
た
上
で
再
発
防
止
策
を
実
施
し
、

そ
の
後
に

操
業
再
開
に
進
む
の
が
筋
で
す
。

会
社
が
重
点
と
し

て
い
る
類
似
災
害
防
止
の
た
め
に
も
、

速
や
か
な
原

因
解
明
と
再
発
防
止
対
策
の
実
施
を
求
め
ま
す
。

客
窮
品
倒
附
田

会
社
の
安
全
活
動
は
、
「
ル
ー
ル
連
守
」
が

一
面
的

に
強
調
さ
れ
、

事
故
原
因
の
多
く
は
当
事
者
の

「不

安
全
行
動
」
と
さ
れ
ま
す
。
「自
分
の
身
は
身
分
で
守

れ
」
と
で
も
言
う
よ
う
に
、

労
災
は
個
人
の
責
任
と

見
な
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
安
全
活
動
で
は
、

事

故
を
減
ら
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
「
ル
ー
ル
連
守
」

は
も
ち
ろ
ん
大
事
で
す
が
、

厚
労
省

「職
場
の
あ
ん
ぜ

ん
サ
イ
ト
」
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
「人
間
は
間
違
え

る
」
こ
と
を
前
提
に
し
た
フ

ェ
ー
ル
セ
ー
フ
や
フ
ー

ル
プ
ル
ー
フ

（
一
ロ
メ
モ
参
照
）
に
基
づ
い
た
機
械
、

設
備
面
か
ら
の
対
策
が
重
要
で
す
。

会
社
の
安
全
活

動
に
は
、

こ
れ
ら
の
観
点
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

，

も
ち
ら
ん
人
間
の
ミ
ス
を
減
ら
す
こ
と
も
、

重
要

な
安
全
対
策
で
す
。
「指
差
呼
称
」
や

「声
か
け

（相

互
注
意
ご

の
定
着
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
が
、　

一
人
作

業
が
常
態
化
し
た
職
場
で
は
相
互
注
意

・
確
認
は
現

実
問
題
と
し
て
機
能
し
ま
せ
ん
。

経
験
の
浅
い
社
員

へ
の
実
地
の
安
全
教
育

・
訓
練
も
、

要
員
不
足
で
十

分
に
は
で
き
ま
せ
ん
。　

一
人

一
人
に
目
が
行
き
届
く

安
全
活
動
が
で
き
る
よ
う
な
要
員
配
置
を
求
め
ま
す
。

一
ロ

メ

モ

フ
エ
ー
ル
セ
ー
フ
”
異
常
が
発
生
し
た
と
き
、

機
械
が

自
動
的
に
安
全
な
側
で
停
止
す
る
。

例
え
ば
、

電
に
な
っ
た
時
、

踏
切
の
遮
断
機
が
重
力
で
下
り

て
、

踏
切
へ
の
人
や
車
の
進
入
を
防
ぐ
。

フ
ー
ル
プ
ル
ー
フ
”誤
つ
た
操
作
が
で
き
な
い
よ
う
な

仕
組

・
構
造
を
設
け
る
。

例
え
ば
、

立
入
禁
止

囲
に
人
が
入
っ
た
ら
、

機
械
が
動
作
し
な
い
。
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打
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参
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授
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結
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で
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）


